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益 田 和 夫
林原生物化学研究所藤崎研究所
藤崎研究所は昭和56年 1月にインターフェロン
の生産 と臨床応用を目指 してスター トした｡ 翌年,
その臨床試験に入るとともに,第2期工事が進めら
れた｡一昨年12月に飼育棟,研究棟およびその付
帯設備が完成し,現在,インターフェロン,CB
Fなどを生産すると同時に,生理活性物質の研究,
開発を行っている｡
藤崎研究所建設概要
総合企画 ジェイヌ企画
設計 ･施工 竹中工務店
工 期 昭和55年 6月～56年 1月 (1期)
昭和56年12月～57年12月 (2期)
総工費 約30億円 (内2期工事は23億円)
敷地面積 2万9900m2
建築面積 4000m2 (内2期工事は2300m2)
延べ面積 4600m2 (内2期工事は2900m2)
構造 ･規模 鉄筋コンクリー ト造,一部鉄骨造
･地上 3階
外 装
電気設備
空調設備
煉器質タイル張 り
受電 :3¢3W6600V
非常用電源 :ガスタービン駆動発
電機750KVA
熱源 :水冷式チラーユニット100R
TX3台,小型貫流蒸気ボイラ-
750kg/H型×3台,200トン冷水
蓄熱槽
方式 :(飼育宴)VAV併用単一
ダクト,(実験室)単一ダクト+フ
ァンコイル,(RI実験室)単一ダク
ト,(厚生棟)VAV併用単一 ダクト
研究所内は,業務の上から,3つの区域に分け
られ,臨床用の大量生産 とウイルスの製造を行 う
とともに,それぞれヒト細胞の大量生産技術の確
立,ヒト細胞より生理活性物質の誘導 ･精製の技
術の確立,新 しい生理活性物質の研究 ･開発に取
組んでいる｡ 各区域は,清浄度,クロスコンタミ
ネーション-の対応の仕方がそれぞれ異なるので,
互に隔離されている｡ しかし,これらの区域は,
相互に密接な関係にあり,常に一体 となって運用
されなければならないので,前室またはエアシャ
ワーを通じて互に往来できるように配置されている｡
当研究所は,ヒト細胞の生産技術の上で,自家
繁殖-ムスターを用いるという特色をもっている｡
従って,-ムスターの飼育ゾーンは研究所延べ面
積の約4分の 1を占めている｡ 飼育施設,設備の
設計および管理にあたっては,目的にかなう-ム
スターの育成,繁殖,生産ができること,汚染,
事故による繁殖効率の低下あるいは全滅を防止で
きること,飼育管理,作業性などの合理化に適 し
ていること,ランニングコス トなどについて,檀
々の面からの配慮が要求される｡
平面図に示されるように,飼育室は大きくは5
つの区画に分けて設計されている｡ -ムスターの
種を育成,維持するための1区画,生産用-ムス
ターの親を供給するための繁殖 1区画,ヒト細胞
生産のための飼育用 3区画である｡ 汚染防止と作
業性の上で,飼育室をはさんで長手方向両脇にク
1)-ン廊下 とダーティ廊下が配置されているO 繁
殖 2区画 (1期工事)は小部屋で開き戸となって
いるが,生産 3区画 (2期工事)では,小部屋と
大部屋が併設され,開閉が軽 く静かでエアタイト
の特殊引戸を採用し,将来の設計に備えている｡
設備面での配慮は以下のようである｡
空調については,1期工事完了後から2期工事
着工までの約 1年の間,飼育状況を見ながら,諺
計条件の見直しがなされた｡ 1つは,温湿度の (
とりわけ季節の変 り目)制御状況ともう1つは,
オール外気方式と一部還気の制御状況について行
なわれた｡ 2期工事を機に,温度23±2℃,湿度
55%±5%の設定条件の制御について配慮すると
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ともに全区画をオール外気方式としている｡ 各飼
育区画はそれぞれ独立した空調器系統としているO
パンチング型吹き出し口での風速は0.2-0.3m/S
に抑え,風速0.25m/S以上の風が当らないよう,
また気流が部屋全体に均一にいきわたるように設
計されている｡ 空調ダクトの空気漏れの防止 (ロ
ウ付けダクトの採用など),排気ダクト内面の耐
食性 (ビニール系コーティング)についても注意
が払われた｡
振動,騒音については,機械室 (とくに自家発
室)の消音内張,設備機器の下に防振装置の取 り
付け,配管,ダクトの支持の防振仕様を行い,読
備騒音,振動を排除している｡
自動制御は,飼育関係を中心に,研究所全体の
温湿度状態,設備機器の稼動状況など409点を集中
監視できる機器を研究所中央の監視磐重に設けて
いる｡
バックアップ機能として,予備機の設置, 750
KVA自家発電機と 200トン冷水蓄熱槽の設置,
自動制御システムの完備により,停電や機械の故
障時には,飼育ゾーンの機能が最優先して保持さ
れるシステムをとっている｡
省エネルギーについては,空調システムに排熱
回収用の全熱交換器および飼育室の発熱量に応じ
て働 く変風量装置VAVを組込んでいる｡ また省
エネと事故時のバックアップ機能を狙って蓄熱槽
が設けられている｡
廃棄物の処理はつぎのようである｡
床敷交換後のケージはダーティ廊下を経て洗浄
室に集められ,自動床敷処理装置によって,排出,
水洗,尿石溶解,水洗,消毒,乾燥後クリー ン準
備室で新しい床激を充項,集積され,床敷準備を
完了する｡ 排出廃棄物は,密閉型スクリューコン
ベア搬送装置で焼却炉内に送られ,直ちに焼却さ
れる｡
-ムスターについては,未だよく知られていな
いところが多く,汚染や全滅の場合に購入によっ
て代替することがほとんど出来ない実情のため,
以上に述べた-- ドウェアでの配慮とともにソフ
トウエアの上でも,本来コンベンショナル動物種
ではあるが,SPFバ リアシステムをできるだけ
取 り入れて対応している｡
おわりに,当飼育施設 (収容能力50,000匹)と
しては多くの問題を抱えているが,とりわけ今後
の問題としてSPF, 近交糸-ムスターの作出が
望まれている｡
